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Ａ－１ 橋梁点検業務における外業と内業のデータ連携による効率化 有手
あ り て

　暉一
き い ち

(株)国土開発センター

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－２
鋼橋の出来形管理への３次元測量システム（ハイブリッド測量）
の適用について 佐藤

さ と う

　悠樹
ゆ う き

(株)駒井ハルテック

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－３ 既設鋼斜張橋の耐震補強設計について 佐々木
さ さ き

　雄太
ゆ う た 東日本高速道路(株)新潟

支社

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－４ 自走運搬台車を用いた工事現場内の資機材搬送 岩元
いわもと

　泰也
やすなり

川田工業(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－５ 板状繊維補強材で補強したRC直線梁の補強・補剛効果 山口
やまぐち

　佳蓮
かれん 金沢工業大学

環境土木工学専攻

「報文概要」

トンネル本体工の変状原因は、外力の作用等の外因と使用材料等の内因に大別できる。このうち、外因の一
つに緩み土圧や膨脹性土圧等の「外力」がある。この外力に対し、覆工表面に補強材としてシート状の繊維
を設置する方法がある。ただし、この補強を実施すると、覆工表面が不可視となるため、補強後の覆工表面
の観察ができなくなることや、漏水によって補強材が剝落する等の課題がある。これらの課題を解決するた
め、覆工表面に一定間隔でスリットを構築し、板状に加工したポリエチレン繊維を設置する補強方法を考え
た。本稿では、弾性係数が小さい板状繊維補強材の配置方法、配置間隔および1箇所あたりの補強量をパラ
メータとして実験した結果を報告する。

報　文　概　要

橋梁定期点検は永続的な業務となっており、担い手不足が懸念される中、いかに効率的・効果的に実施して
いくかが重要となっている。
橋梁点検のうち、外業では野帳に橋梁諸元、損傷程度、写真番号等を手書きで記録し、内業ではその野帳を
参照しながら調書を作成するため、転記ミスが生じやすく、資料作成に時間を要し、生産性向上と品質確保
が課題である。
そこで、外業から内業へ点検データの連携を図るため、タブレット端末と自社開発アプリ(現地踏査用および
点検用)を使用し、点検計画作成および点検調書作成の効率化を図った。
現地踏査用アプリは、写真撮影や現場確認内容の現地入力により踏査結果や写真の一覧表を自動作成する仕
様とし、必須項目の設定により現地確認や撮影の漏れ防止を図っている。
点検用アプリは、損傷写真の撮影や詳細情報の現地入力により、定型様式の点検調書を自動作成する仕様と
し、技術者の判断を要しない箇所については全て自動で作成することにより転記ミスの防止を図っている。
その結果、点検計画作成では1 橋当たり平均40 分(約35%)、点検調書作成では外業の時間を含めて1 径間当
たり平均2 時間30 分(約30%)の時間短縮を図ることができた。

本稿では、鋼橋架設工事における出来形管理への3 次元測量システムの適用を目的とし、その概要および適
用事例について述べる。
従来、高所作業や作業制限のある部位の測量では、多くの作業工数に加え、安全設備の確保が必要であっ
た。このような背景から、UAV を活用した3 次元測量システムを開発した。本システムは、UAV 写真測量や
地上型レーザースキャナなどのICT 技術を併用し、複数の計測データを基準座標系に基づいて結合すること
で、計測対象物の全体形状を3 次元点群データとして取得する。これにより、高所作業を伴うことなく地上
からの作業のみで構造物全体の形状を計測することが可能となる。精度については従来技術と同等のmm 単位
の精度が確保され、安全かつ短時間、少人数での出来形管理が実現できる。
実橋を対象とした適用事例では、従来技術と同等の精度が得られることを確認するとともに、全ての測量を
地上から実施できるため、従来技術と比較して作業日数を約25％短縮し、作業人工は最大約60％削減するこ
とができた。以上より、本システムを鋼橋の出来形管理に適用することで、省力化と安全性の向上を図るこ
とが可能である。

北陸自動車道に位置するときめき橋（鋼2 径間連続斜張橋+鋼３径間連続箱桁橋）において、H24 道路橋示方
書の「耐震性能2」を補強後の目標にした耐震補強設計を実施した。本稿はその検討内容について報告するも
のである。現況の耐震性照査においては、橋軸直角方向加振時に主塔の曲げ応答曲率が大幅に超過し、偏心
を受ける方向に大変形する結果となった。また、橋脚基部及び中空部では曲げ損傷が生じる結果となった。
これを踏まえ補強検討を実施した結果、主塔の曲げを降伏以内に抑える補強は現実的ではないため、全方向
に移動可能なすべり免震支承を採用することとした。斜張橋上部工が並行移動することで主塔に生じる曲げ
変形を小さくし、弾性状態とすることで無補強化することができた。橋脚中空部の橋軸直角方向はせん断破
壊先行型となっているが、曲げ破壊先行型とする場合の補強量が現実的ではないため、漸増動的解析を行
い、確実に曲げ破壊型となるようにせん断補強量を決定し、基部曲げ終局状態よりもせん断耐力を向上さ
せ、斜張橋主塔を支持する橋脚にせん断破壊を生じさせない損傷制御設計を行った。
これらにより、耐震性能2 を満足する設計をすることが出来た。

従来の技術による橋梁工事での資機材供給は、交通規制を伴う橋面からの荷取り、または労働力に依存する
足場上での人力運搬の二択であったが、吊り足場上を走行できる資機材運搬台車を自社開発し、国内有数交
通量の国道の橋梁である橋長約1km の橋梁補修補強現場で運用した。これにより、延べ100 日に及ぶ交通規
制を伴う橋面からの荷取り作業を回避し、交通渋滞による社会的経済損失や二酸化炭素排出量の削減を達成
した。（開発した自走運搬台車は電動式であり、発動機のアイドリングによる二酸化炭素排出を回避できた
ほか、太陽光発電による給電も実施して化石燃料の消費も削減した。）
また、接触事故等のリスクが高い橋面上のクレーン作業も回避でき、交通規制抑制期間に左右されずに現場
稼働率も向上した。更に、自走式の運搬台車によって資機材搬送の省人化と供給効率の向上を両立し、人力
運搬で懸念される作業者の躓き転倒や接触災害、及び長距離の重量物運搬による身体疲労も回避できた。
自走運搬台車を用いることによって、建設現場における社会環境負荷低減と現場生産性向上の双方にアプ
ローチし、顕著な効果が実証された。

「Ａ会場」 ９月１０日　１４：３０～１５：４５

【報文発表】



「Ａ会場」 ９月１０日　１６：００～１７：１５

【討議セッション】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－６
国道４９号釣浜橋におけるＥＣＩを活用した耐震補強工事につい
て 柴田

し ば た

　遥大
は る と 北陸地方整備局

新潟国道事務所

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－７
塩害損傷を受けた既設橋脚におけるRC 巻立て補強鉄筋に対する腐
食影響検討（差分法による数値解析を用いた塩分浸透解析） 土田

つ ち だ

　大嗣
た い し

開発技建(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－８
既設鋼斜張橋の耐震補強設計における漸増動的解析検討結果につ
いて 坂下

さかした

　彩香
さ や か 東日本高速道路(株)新潟

支社

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－９ 複合的制約条件下における橋脚耐震補強工事の仮設工法最適化 北川
きたがわ

　琉太
りゅうた 北陸地方整備局

金沢河川国道事務所

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－１０
ＰＣ合成桁橋床版取り換えに用いるＰＣプレキャスト工法の開発
と実物大試験 山田

や ま だ

　翔太
しょうた

川田建設(株)

「報文概要」

報　文　概　要

近年、激甚化・頻発化する気象災害、切迫する大規模地震等に対応するべく、国土交通省では、災害に強い
国土幹線道路ネットワーク等を構築するため、防災・減災、国土強靱化の取組を推進しており、緊急輸送道
路での耐震補強工事等が進められている。
新潟国道事務所は、一般国道７号、８号、49号、113号、116号の５路線を管理しており、そのうち一般国道
49号で一級河川阿賀野川を渡河する釣浜橋の耐震補強工事を実施しているが、出水期、サケ・アユの漁期等
により年間の施工可能期間が６ヶ月に限定される厳しい工程、遊覧船の安全な航行の確保及び河積阻害率の
課題などがあり、一般的な施工方法では困難であった。そこで、現場条件に対応した仮設（仮締切）工法や
施工方法を立案し設計に反映させるため、施工者独自の高度な技術力の活用ができるＥＣＩ方式（Early
Contractor Involvement）を活用することとした。
本報告では、ＥＣＩ方式を活用にするにあたっての経緯や活用概要（工事実施状況）等について報告する。
　※設計段階より、施工者（建設会社）の技術力を設計内容に反映させること
　で「コスト縮減」や「工期短縮」を図るなど、課題解決を目的とした方式

凍結防止剤散布の影響により塩害が生じた既設ＲＣ橋脚にＲＣ巻立て補強した場合、橋脚に浸透している塩
化物イオンの影響により、巻立て補強鉄筋が腐食する可能性がある。そこで内在塩分による補強鉄筋への腐
食影響について、数値解析により検討した。
橋脚の外観は、変状のない健全部とうき等が生じている損傷部に大別され、損傷部は断面修復予定のため、
対策は不要とした。一方、健全部は、塩化物イオン濃度の均一化により、巻立てコンクリートが腐食環境下
となる可能性が高いため、補強鉄筋の腐食影響について検討した。
一般に塩化物イオンの浸透予測は、フィックの拡散方程式を用いることができる。しかし、本橋のように新
旧コンクリートで拡散係数が異なる部材等の条件下では適用が難しい。そこで、複雑な境界条件を持つ数値
解法として用いられる差分法による塩分浸透解析を行った。
拡散予測は、供用１００年を超えることを想定して、補強後１００年とした。
結果、補強鉄筋位置に鋼材腐食発生限界濃度を超える塩化物イオンが浸透することが確認できたため、ＲＣ
巻立て補強に対する塩害対策が必要と判断し、エポキシ樹脂塗装鉄筋を採用した。

コンクリートの桁橋で床版取り換えを実施する場合、型枠を設置して場所打ち床版を打設する従来工法に代
わり、工期短縮や床版乾燥収縮量を抑えるためにプレキャスト床版を用いることがある。現在のプレキャス
ト床版を用いた工法では、主桁と床版の一体化方法として、主桁と床版に孔をあけ、そこに鉄筋を挿入しモ
ルタルなどを充填して連結する方法が用いられることがある。しかし、このような工法は新設の橋梁に比べ
て主桁のスターラップ鉄筋が床版内まで連続しておらず、主桁と床版の一体化度合いが低い。また、主桁と
床版を連結するモルタルなどの経年劣化による不具合により、主桁と床版の分離が懸念される。このような
問題を解決すべく、プレキャスト床版を用いた新しい工法を開発した。本工法の概要と実機試験について報
告する。

東日本高速道路（株）新潟支社では、北陸自動車道の新潟西IC～新潟中央JCT間に位置するときめき橋の耐震
補強設計を実施した。本橋は橋長372.55m の鋼2 径間連続斜張橋および鋼3 径間連続箱桁橋であり、塑性ヒ
ンジの形成箇所が明確でなく、柔構造で地震時の挙動が複雑である。そのため、標準的な動的解析に加え漸
増動的解析を実施し、補強前後の部材損傷順序や橋梁全体耐力を把握することとした。漸増動的解析を用い
ることで、耐震補強前後の部材損傷の順序を把握し、橋梁全体として致命的な損傷が生じないよう崩壊制御
を行うとともに、意図した部材に余裕を確保する損傷制御を行った耐震補強設計を行うことができた。

本報告は、既設橋梁の耐震補強工事（橋脚の柱巻立て・増杭・フーチング増打ち）において、複合的な制約
条件下での仮設工法の最適化を実現した事例を報告するものである。
対象橋脚は、河川堤防、高速道路および市道が近接する複合的な環境下に位置している。当初計画では、堤
防開削に伴う仮設堤防の設置により、隣接する高速道路橋脚への影響、市道に対する交通規制、ならびに堤
防開削部における湧水に起因する崩壊が懸念された。このため、施工方法をオープン掘削から鋼矢板による
仮締切工法へ変更した。
本工事における主要な課題は二点である。第一に、複数の制約条件を同時に満足する仮設工法の最適化であ
る。これに対しては、仮設鋼矢板を設置することで、隣接橋脚への堤防盛土荷重の影響や市道の通行規制を
回避した。
また、既設桁下の空頭制限に対しては、鋼矢板の分割施工（上部障害クリア工法）を採用することで問題の
解決を図った。第二は、非出水期の限られた期間での施工である。本工事では３Ｄプリンターで作成したコ
ンクリート型枠を使用したため、工期短縮や労働力不足への対応に寄与した。



「Ａ会場」 ９月１１日　８：４５～９：３０

【報文発表】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－１１
凍害を受けた既設橋脚梁内部の孔内局部載荷試験を用いた調査と
補修設計 長谷川

は せ が わ

　美季
み き

開発技建(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－１２ 橋梁保守工「越後の橋守」実施経過報告 池野
い け の

　弘樹
ひ ろ き (株)ネクスコ・メンテナ

ンス新潟

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ａ－１３
コンクリート用犠牲陽極材の表面設置工法の開発と課題
－試験施工からの改善と現状－ 小野田

お の だ

　基
もとき

クリディエンス(株)

「報文概要」

報　文　概　要

凍害を受けたコンクリートの断面補修では、脆弱部を確実に除去したうえで補修することが、再劣化防止の
観点から重要である。
従来の圧縮強度試験ではひび割れを有するコアでの試験が困難であり、また、試験結果はコア全体での評価
となる。このため、本調査では深度毎の強度を計測可能な孔内局部載荷試験を実施し、構造物表面から深度
方向の強度分布を把握した。調査はスケーリング等が顕在化している橋脚梁部を対象に、劣化部および健全
部で実施した。
その結果、健全部ではコアのひび割れは認められず一体性を保ち、設計基準強度以上の強度を確認した。一
方、劣化部は表面から約18cm まで骨材に沿ったひび割れがあり、梁表面から鉄筋位置まで強度低下が認めら
れた。
これらの結果より、脆弱部はコンクリート強度の低下している鉄筋位置までと判断し、断面修復を計画し
た。また、断面修復材はひび割れ抵抗性に優れる新潟県の「Made in 新潟」掲載技術である複数微細ひび割
れ型繊維補強セメント複合材を採用した。さらに、予防保全及び再劣化防止のため、遮水性と透湿性を併せ
持つ被覆・浸透ハイブリッド型水性塗料の表面保護工を計画した。

高速道路橋梁構造物は、凍結防止剤や飛来塩分等の影響により鋼材・鉄筋の腐食が著しく、未補修損傷数が
増加していく傾向にある。早期措置を要さない損傷対応は優先度が低く、未補修数が蓄積されていく状態に
あり、その状態から更なる劣化進行が懸念される。 こうした橋梁構造物の損傷に対して効果的・効率的な予
防保全・劣化進行の抑制を実施し、各損傷の劣化を可能な限り遅らせ、橋梁構造物の健全性を少しでも長く
確保すべく、予防保全・軽微な損傷への処置（早期保全）を推進する橋梁保守チームを2023 年（令和5 年）
に立ち上げ、作業開始から現在までの実績について報告を行うものである。この取組により補修対象となる
損傷箇所数の増大を抑えつつ、予防・早期処置と本補修のトータルマネジメントを実現させ、橋梁の健全性
を確保していきたい。

通常の断面修復を伴う鉄筋腐食対策工法にかわり、日常点検時に簡易的に施工でき、その耐用年数が5年以上
であるため、維持管理を施工前までと同様に5年サイクルのままで実施し続けても構造物の安全性を高いレベ
ルで確保することが可能な犠牲陽極工法を開発した。断面修復を伴わないことで、不必要なはつりによる産
業廃棄物の低減や大がかりな仮設構造物、人材を必要としない利点が得られた一方、効率的な現場設置作業
や施工条件には課題も残っている。本試験施工より得られた知見を加味し長耐用年数の表面設置型犠牲陽極
材の開発に繋がった。



「Ｂ会場」 ９月１０日　１４：３０～１５：４５

【報文発表】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｂ－１ ３．９５ＭｅＶ高出力Ｘ線によるＰＣグラウト充填調査 西
にし

　宏将
こうすけ (株)ネクスコ・エンジニ

アリング新潟

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｂ－２
VRを用いたコンクリート構造物目視点検トレーニングシステムに
おける距離適応型視線ヒートマップ描画手法の提案と点検技能評
価への適用

綱
つな

本
も と

　匠真
た く ま

長岡工業高等専門学校

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｂ－３
既設構造物の評価および補修へのレーザートラッカー3次元計測シ
ステムの適用 宮本

みやもと

　聡太
そ う た

佐藤鉄工(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｂ－４
超音波振動ドリルに替わる新たな削孔調査手法の開発
―安全で効率的なPCグラウト充填状況の削孔調査― 木下

きのした

　尚
たか

宜
のり (株)エッチアンドビーシ

ステム

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｂ－５
橋台背面部におけるリフレクションクラック抑制対策について
国道７号荒川橋における施工報告 松田

ま つ だ

　歩夢
あ ゆ む 北陸地方整備局

羽越河川国道事務所

「報文概要」

国道７号新潟県村上市内に架橋されている荒川橋では橋台背面部に踏掛版が設置されておらず、背面盛土の
圧密沈下が要因の段差・ひび割れが発生しており、圧密沈下が収束するまで損傷の発生が懸念されていた。
この対策として、舗装材に柔軟性と強靱性を持たせるため、特殊バインダー「シナヤカファルト」を使用し
た舗装材にて施工を実施したため、施工状況等について報告するものである。

報　文　概　要

PC グラウト充填調査において、従来手法ではコンクリート厚さが400mm を超える場合、調査精度が低下し充
填状況の確認が困難であった。そこで本研究では、破断実績のあるPC 箱桁橋を対象に、高出力X 線によるPC
グラウト充填調査を試行した。
コンクリート厚さ200～1270mm の部位で高出力X 線による撮像を行い、得られた画像からグラウト充填不良
の判別可否および部材厚に対する適用性を検証した。
さらに、グラウトの未充填および充填状態を模擬した試験体を用いて撮像試験を実施し、コンクリート、鋼
棒、空隙部の輝度値を分析することで、輝度値に基づく評価指標の適用性について検討した。

道路構造物の定期点検では、点検者の技能に依存した目視点検が中心であるが、熟練技術者の不足により技
能継承が課題となっている。著者らの開発した既存のVR点検トレーニングシステムでは、視線情報の取得と
ヒートマップ描画処理がトレーニング実行時に一体化しており、同一の視線情報に対して異なる描画パラ
メータを事後的に適用することができなかった。本研究では、距離適応型後処理ヒートマップ描画手法を提
案し、点検技能評価への適用可能性を検討することを目的とする。まず、壁面との距離に応じて不透明度、
半径と熱量の蓄積感度を動的に変化させる後処理型描画システムを構築した。次に、目視点検未経験者を対
象とした主観評価実験により、知覚的に妥当な描画条件を特定した。最後に、特定した描画条件を適用して
42名の点検技術者の視線情報からヒートマップを生成し、正答率に基づく注視パターンの比較分析を行っ
た。その結果、高正答率群では損傷箇所への注視集中が認められた一方、低正答率群では非選択的走査や無
関係領域への視線逸脱が顕著であった。以上より、距離情報を考慮した視線可視化が技能レベルを反映する
可能性が示された。

レーザートラッカーは、光学ターゲットを用いて大型構造物を高精度に三次元計測する装置であり、数メー
トルの範囲で約0.025mmの精度を有する。本論文では、既存構造物の点検・補修に適用した3つの事例を紹介
する。
第一に、落石により損傷したスノーシェッド鋼構造物の補修事例では、損傷位置や変形量を高精度に把握で
き、実際の損傷形状とも良好に一致した。その結果、適切な補修範囲や工法の選定に寄与するとともに、現
地作業の負担軽減にもつながった。
第二に、老朽化したトラス橋の支承交換工事では、ジャッキアップ中の変形をリアルタイムで監視し、施工
時の安全性および施工方法の妥当性確認に活用した。
第三に、鋼製ゲートの腐食調査では、厚鋼板の腐食分布や腐食深さの把握に有効であり、耐久性評価に活用
できることを確認した。
これらの実構造物への適用を通じて、レーザートラッカーによる三次元計測システムが、維持管理や補修計
画において有効な技術であることを示した。

筆者らは、広帯域超音波法（Wide-range Ultrasonic Testing）によるPC グラウト充填調査において、キャ
リブレーション用の削孔調査を実施してきた。しかし、従来使用していた超音波振動ドリルの生産終了に伴
い、代替工法の確立が課題となっている。既設橋梁の金属シースは極めて薄く、一般的なドリルではPC 鋼材
を損傷させるリスクがあり、また安全装置が複数ついている小径削孔はシステム全体が大型で携帯性に乏し
い。
そこで本報告では、切削能力の異なるビットを組み合わせた新たな削孔調査手法を開発した。具体的には、
効率的な削孔が可能な「コアビット」と、シース接触時の安全性を優先した「特殊ビット」を使い分けるこ
とで、限られた機材構成ながらPC 鋼材を損傷させない安全かつ効率的な調査を可能とした。本報では、開発
した工法の概要とその有効性の検証結果について報告する。



「Ｂ会場」 ９月１０日　１６：００～１７：１５

【討議セッション】

番号 報文名 発表者 勤務先等

Ｂ－６
電磁波レーダによるRC床版内部劣化AI解析・診断するシステムに
ついて 岡田

お か だ

　大典
だいすけ

技建開発(株)

「報文概要」

番号 報文名 発表者 勤務先等

Ｂ－７ PCケーブルが破断した旧妙高大橋の上部工撤去設計 大谷
おおたに

　拓矢
た く や 大日本ダイヤコンサルタ

ント(株)北陸支社

「報文概要」

番号 報文名 発表者 勤務先等

Ｂ－８
視線情報に基づくRC構造物の目視点検における見落とし要因の分
類 布川

ぬのかわ

　倖
こう

長岡工業高等専門学校

「報文概要」

番号 報文名 発表者 勤務先等

Ｂ－９ 打音点検時の打撃パターンが欠陥検知精度に及ぼす影響
Warawat
ワラワット

Siriwiwat
　　　シルウィット

長岡工業高等専門学校

「報文概要」

番号 報文名 発表者 勤務先等

Ｂ－１０
AI技術を用いた橋梁及びCo吹付法面の健全度診断に関する技術手
法について 長谷部

は せ べ

　佑太
ゆ う た 北陸地方整備局

能登復興事務所

「報文概要」

報　文　概　要

道路橋のコンクリート床版では、近年、内部損傷の形態が多様化し、外観に現れる損傷に比べて内部損傷が
著しく進行する場合がある。舗装面に明瞭な変状が現れた段階では既に深刻な状態に至っていることも多
く、損傷の早期検知が課題となっている。このため、予防保全の観点から非破壊手法による点検の高度化が
求められており、その中でも電磁波レーダが注目されている。
鉄筋コンクリート内部ひび割れ検出システム「CQ ドクター」（以下、本システム）は、電磁波レーダで取得
したデータに機械学習を適用し、床版内部の損傷推定箇所をカラー表示する非破壊調査技術である。従来の
白黒コンター図による経験的判読と比較して、データを客観的に分析・評価でき、損傷位置の把握や目視・
打音検査では困難な劣化兆候の抽出に有効である。
実橋梁への適用では、床版全面補修が計画されていた橋梁に対し、本システムにより土砂化やひび割れが懸
念される領域を把握した。その結果、劣化の進行が懸念される箇所に補修範囲を限定する見直しが可能とな
り、施工工程の合理化とコスト削減を実現した。本技術は、床版内部損傷の早期検知と予防保全の高度化に
貢献する調査手法である。

橋長300m、桁下高40m の旧妙高大橋は、平成21 年にPC ケーブルの破断が確認されて以降、モニタリングや
詳細調査などの厳重な管理により、令和3 年8月に、事故なく約50 年間の供用を終えた。その後、旧橋撤去
の実施にあたって、PC ケーブルの腐食・破断進行を踏まえ安全に撤去するための計画が必須となる。そのた
め、施工者の技術協力を受けるECI 方式で設計することになり、有効PC ケーブル本数の見直しなどを行い、
撤去設計を実施した。
また、撤去解体時に調査したPC ケーブルの腐食状況から、設計時の妥当性を検証した。また、PC 連続箱桁
を解体する際にT ラーメン状態になった構造系を対象に、PC 鋼材が腐食による断面欠損や破断を生じている
場合の構造体の耐荷性能について、詳細な３次元非線形FEM 解析を実施し、以下の知見を得られた。
・解体時の調査から撤去設計時の設計条件の妥当性を確認・FEM 解析により、最大耐荷力は健全時の自重の
約3 倍に対し、損傷時は約1.7倍程度まで低下するが、荷重－たわみ関係は自重の1.5 倍程度までは線形挙動
を示し、ＰＣ鋼材は降伏しないことが確認できた。
・損傷時の剛性は健全時と比較し小さく、ひび割れ時の剛性は約6 割程度低下することが分かった。

令和6年能登半島地震及び令和6年奥能登豪雨は、能登地域の社会インフラに甚大な被害をもたらし、被災を
受けた箇所は数多であった。能登半島の地域経済や産業は資材や観光客の輸送といった面で道路インフラと
密接に関係していることから、早期復旧・復興が強く求められている。一方で、半島地域特有の道路特性に
加えて、数多の被災箇所の状況全てを従来の点検技術により把握することは、時間や人手、再度災害リスク
の観点から困難であることが課題として挙げられる。そこで、能登復興事務所では、AI技術とUAVを組み合わ
せた新たなインフラ点検技術を採用し、その実用性を検証するため現地調査を行った結果、AI診断の高い精
度と大幅な時間短縮が可能であり、点検技術としての有効性を確認できた。

道路構造物の定期点検では、点検者の知識と技能に基づく目視点検が中心であるが、技能要件や点検行動を
定量的に評価する方法は十分に整理されていない。本研究では、RC構造物の目視点検における見落とし要因
を明らかにするため、実橋梁を基に作成した橋台の3DモデルをVR空間に再現し、行政機関および建設関連企
業に所属する実務年数0～30年の42名を対象に点検試験を実施した。試験中に取得した視線・頭部座標および
損傷記録を用いて、損傷の記録状況と注視行動を比較し、未記録損傷における点検行動を分類した。その結
果、正解数の多い被験者は、目視範囲内で注視すべき領域を効果的に選択する傾向がみられた。また、損傷
の未記録は、対象箇所を見落とす段階、目視しても注視に至らない段階、注視しても記録に至らない段階に
分類でき、探索、認識、判断の各段階に見落とし要因が存在する可能性が示唆された。

打音点検は低コストかつ簡易に実施できる一方、点検者の感覚に依存する官能検査であるため、欠陥検知精
度にばらつきが生じる。本研究では、打音点検時の打撃パターンが欠陥発見に及ぼす影響を明らかにするた
め、内部空洞を模擬した人工欠陥を有するコンクリート壁型パネルをVR空間に再現し、実務経験者29名およ
び未経験者11名を対象に点検試験を実施した。取得した打撃座標、打撃回数、打撃間隔等の打撃特性を用い
て、打撃方法の規則性と欠陥発見率の関係を分析した。その結果、欠陥発見率は規則性の有無によらず同程
度であった一方、平均打撃回数は規則性を有する打撃方法で少ない傾向を示した。以上より、規則的な打撃
は欠陥発見率を維持しつつ、打撃回数を低減できる可能性が示唆された。



「Ｂ会場」 ９月１１日　８：４５～９：３０

【報文発表】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｂ－１１ 新潟県 信濃川水系におけるアルカリシリカ反応 金子
か ね こ

　泰士
た い し

東日本高速道路(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｂ－１２ アルカリシリカ反応に配慮した線状陽極方式脱塩工法の施工 青山
あおやま

　敏幸
としゆき ピーエス・コンストラク

ション(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｂ－１３
橋梁の長寿命化および維持管理のための多機能桁カバー
～桁カバー材 による塩害対策について～ 熊木

く ま き

　孝志
た か し

(株)横河ブリッジ

「報文概要」

報　文　概　要

本研究では、新潟県において信濃川水系の川砂、川砂利を使用した構造物でアルカリシリカ反応（ASR）が顕
在化している状況を踏まえ、信濃川水系の骨材におけるJIS の試験法との適合性の評価および2 つのASR 構
造物から採取したコアによる岩石学的な分析を行った。化学法（JIS A1145）およびモルタルバー法（JIS
A1146）では、信濃川水系の骨材は「無害」と判定され、実構造物で発生しているASR を十分にスクリーニン
グできていなかった。一方、促進モルタルバー法（ASTM C1260）では「有害」と判定され、ASR 発生を適切
にスクリーニングできていた。ASR 構造物から採取したコアによる分析では、流紋岩において顕著なASR 進
行が確認され、オパール含有の有無が影響しているものと推察された。さらに、水溶性アルカリ分析からコ
ンクリート中の水溶性アルカリ量がASR の進行に寄与していることが示され、NaOH 溶液浸漬法によりASR の
潜在膨張性が十分にあることが確認された。

脱塩工法は、コンクリート表面に陽極材、アルカリ性の電解質溶液および保持材からなる仮設陽極を設置
し、直流電源装置の(＋)側と仮設陽極を、直流電源装置の(－)側とコンクリート内部の鉄筋を接続し、仮設
陽極に電解質溶液を供給しながら直流電流による電気泳動の現象を利用し塩化物イオンをコンクリート外部
へ抽出する工法である。
脱塩工法による補修効果としては、鋼材の周辺を含めたコンクリート中の塩化物イオンが低減し、鋼材の腐
食環境の改善を図るとともに、アルカリ金属イオンの鋼材周辺への集積に伴う鋼材の再不働態化が図れるこ
とにあるが、アルカリシリカ反応性骨材を有した構造物に対しては、アルカリシリカ反応を助長する恐れが
あるため、ASR 対策を講じた線状陽極方式脱塩工法を開発している。
報文では、本工法の特長と実際の工事に適用した内容についての報告を行う。

2014年の橋梁定期点検の義務化から年月が経過し、今後の維持管理や補修計画、点検費用の確保、第三者被
害防止対策といった課題が顕在化しています。
本報告では、これらの課題を解決するための手法として、橋梁の桁部分を覆う「多機能桁カバー」を提案し
ています。本設備は長期耐久性に優れたアルミ合金材で構成されており、塩害等の劣化因子を遮断して橋梁
の長寿命化を図るほか、点検・補修時の通路や足場としての機能、劣化した部材の落下を受け止める機能を
有しています。さらに、中空構造を採用したパネルは軽量で人力による運搬と設置が可能です。
この多機能桁カバーの導入により、鋼桁の塗装塗替え作業の削減による維持管理費の抑制、点検作業の効率
化や時間短縮、各管理者との協議軽減、老朽化部材の落下による第三者被災の回避など、多岐にわたる効果
が見込まれます。



「Ｃ会場」 ９月１０日　１４：３０～１５：４５

【報文発表】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－１ 湿粒ブラスト工法の施工環境改善性と素地調整性能について 髙木
た か ぎ

　録郎
ろくろう

(一社)FSS工法協会

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－２ 鋼橋の塗替塗装における循環式ブラスト工法の適用性について 山本
やまもと

　拓実
た く み 東日本高速道路(株)新潟

支社

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－３
飛来塩分環境下における溶融亜鉛アルミ合金めっきの２０年暴露
試験結果 曽我部

そ が べ

　敬介
けいすけ

東日本高速道路(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－４ 一般国道８号上輪橋の鋼部材損傷における対応について 石田
い し だ

　愼悟
し ん ご 北陸地方整備局

長岡国道事務所

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－５
部分的塗替え塗装におけるレーザーによる素地調整
－レーザー工法の活用－ 山田

や ま だ

　創士
そ う し

(株)デーロス・ジャパン

「報文概要」

鋼橋の維持管理として一定期間毎に塗替塗装が実施されているが、鋼道路橋防食便覧ではブラスト工法を用
いた素地調整程度1種により旧塗膜および劣化部を除去し、Rc-Ⅰ塗装系で再度塗装を行うことを推奨してい
る。しかし、ブラスト作業には粉塵を伴うため、大掛かりな飛散養生設備や安全対策設備が必要であるこ
と、鋼橋桁端部や支承周辺の狭隘部では施工空間の制約から十分なケレン作業が困難であること、住宅が密
集する市街地等では工事上の制約によって採用できない場合は他の素地調整方法が求められ、新しい塗膜除
去の方法としてレーザーを用いる素地調整方法が注目されている。本研究では塩害により部分的に発錆した
鋼材に対しレーザーを使用し、錆除去性能ならびに塗替塗装時の品質確保に影響を及ぼす残留塩分の除去性
能（清浄度）について報告する。

報　文　概　要

鋼構造物には防食を目的とした塗装が行われている。このような塗装は供用中に種々の環境因子にさらされ
経年とともに劣化し、防食性能が低下していく。したがって、塗装材の防食性能の低下による鋼部材の力学
性能の低下を未然に防ぐためには、適切な時機に塗替え塗装を行って塗装の防食性能を一定以上に保つ必要
がある。なお、塗替え塗装においては、「素地調整」が塗装の防食性能に及ぼす影響が最も重要な工程であ
ることが知られている。
本報文では、湿式ブラスト工法の一種である湿粒ブラスト工法の技術的特徴及び粉じん抑制性能による作業
環境の改善効果について述べる。また、湿粒ブラスト工法の特徴である鋼材表面の付着塩分の除去性能や水
溶性防錆剤による戻り錆の抑制効果に加え塗装材との良好に付着を得るための適切な粗さの形成性能につい
ても検討を行った。その結果、水：研削材の混合体積比を50：50 とすることで大幅な粉じん飛散抑制効果が
得られとともに鋼材表面の付着塩分の除去が可能であることを確認した。また、水溶性の気化性防錆剤の混
入より戻り錆び対策や塗装材との良好に付着を得るための適切な粗さの形成が可能であることを確認した。

北陸自動車道 名立谷浜ＩＣ～上越ＩＣ間の関川橋において、凍結防止剤の散布等により塗膜の劣化が顕著な
ため、令和5 年3 月～令和7 年12 月にかけて塗替塗装工事を実施した。
塗替塗装工事の実施にあたり、塗膜の除去及び素地調整を行う方法として、建設技術審査証明にて認定され
た循環式ブラスト工法を採用したため、鋼橋の塗替塗装における循環式ブラスト工法の適用性について報告
する。

溶融亜鉛めっきは、鋼構造物の防錆対策として広く普及しているが、海塩粒子濃度の極めて高い海岸地域
等、厳しい腐食環境下では耐久性が十分でない事例が報告されている。日本海に面した北陸自動車道の一部
でも、建設時に溶融亜鉛めっきを施した検査路に著しい腐食が発生し、アルミ成分を含むめっき検査路に更
新している。この際、めっき成分の違いが耐食性に及ぼす影響を把握するため、めっき成分の異なる7種類の
暴露試験片を設置し、以降20年に渡り追跡調査を行ってきた。本調査により、5%Al成分を含む場合、計算上
40年程度の耐用年数を有する結果となり、飛来塩分を含む厳しい環境下においても安定した耐食性を発揮で
きると考えられる。

一般国道８号上輪橋は昭和４０年に完成した橋長１９７ｍの３径間連続上路式鋼ゲルバーアーチ橋である。
令和７年５月にアーチリブと斜材をつなぐガセットプレートに破断が確認されたことから、通行止めを行
い、緊急点検と応急対策を実施した。
緊急点検では、アーチ区間の斜材や鉛直材において、破断した部材以外でも腐食による断面欠損や孔食など
の損傷を多数確認された。本橋梁では、数値解析により安全性を精緻に評価し、それに基づく恒久対策を実
施するには時間を要することが想定されたため、突発的な異常の発生に対しての安全性確保を優先に応急対
策工を実施し、監視体制を整えたうえで通行止め解除を行った。
本報文では、部材破断の確認から通行止め解除に至るまでの対応について紹介する。



「Ｃ会場」 ９月１０日　１６：００～１７：００

【討議セッション】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－６ 壁高欄更新工事へのウォールソー工法の適用に関する検討 村井
む ら い

　弘恭
ひろやす

ドーピー建設工業(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－７
橋梁伸縮装置漏水対策工法
低コスト、短工期を実現する漏水対策新手法 亀谷

かめたに

　聡
さとし

KFケミカル(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－８
腐食した高力ボルトの配置がすべり荷重に与える影響に関する研
究 森田

も り た

　丈
たける (株)ネクスコ・エンジニ

アリング新潟

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－９ 塩害を受けた既設PC橋への脱塩工法施工における課題と対応 笹木
さ さ き

　康
こう オリエンタル白石(株)東

京支店

「報文概要」

報　文　概　要

高速道路等における高欄更新工事では、規制期間内で1サイクルの壁高欄の取り替えを完了させるため、時間
的なウェイトを占める割合の大きい切断作業を短時間で終わらせることが必須となる。そこで切断作業の短
縮を目的にウォールソー工法とコアドリルを併用することを考案し試験施工を実施した。ウォールソー工法
は背面側からの水平切断により本線上の作業スペースを確保することが可能であり、コアドリルは、最小限
のスペースで施工可能で台数増により並列作業が可能で切断時間を短縮できる。これらを組み合わせること
で、20mの壁高欄を約6時間で切断可能であることがわかった。
本報告は、壁高欄の切断に対して、ウォールソー工法の適用の可能性を検討するために行った試験施工の結
果について報告を行うものである。

土木構造物の5年定期点検により全国の橋梁の伸縮装置からの漏水が多数発見されその対策が急務となってい
る。伸縮装置からの漏水は支承や床版に深刻な劣化をもたらすことから、橋梁の長寿命化、予防保全に非常
に重要であるがその対策として行われる伸縮装置取換工はコスト、工期、交通環境、廃棄物の発生、橋梁自
体へのダメージなど様々な問題があった。本報文ではこのような課題に対して塗料を用いた樹脂塗膜による
漏水対策工法を提案する。本工法は伸縮装置の目地部のみを施工対象とし、劣化既存止水材の撤去、樹脂塗
膜の設置の工程で施工する。これにより従来よりも低コスト、短工期で漏水対策が可能となり、廃棄物の低
減、交通規制時間の短縮、橋梁への構造的負荷も低減することができる。塗料であることから様々な形状の
伸縮装置に隙間なく適用可能で止水性が高く、技術の応用により地覆や立面の目地施工、歩道は歩行者に配
慮した提案も可能である。公的な30年相当の耐久性試験を実施しており、都市高速、NEXCO、国道などの長大
橋、重交通区間での実績も増えてきている。

鋼橋の高力ボルト継手部は、架設時の高力ボルト締付け後に現場塗装を行うことや、角部を有する形状であ
ることから、腐食が発生しやすい箇所である。ボルト頭部やナット、ワッシャーや周辺母材、添接板に腐食
減肉が生じると、高力ボルト残存軸力が減少し、摩擦接合継手部のすべり耐力が低下するとの報告がなされ
ている。本報では腐食ボルトの配置に着目し、すべり耐力に与える影響を実験的に確認した結果を示す。

供用開始から約50 年が経過した西湘バイパスのポストテンションPC 単純T桁橋において、塩害による劣化進
行への対策として脱塩工法を実施した。本橋は相模湾の海岸線に面しており、過酷な塩害環境下にあること
から、通電によってコンクリート内部の塩化物イオンを低減させる電気化学的修復を図ったものである。
脱塩工法は、コンクリート表面に設置した電極を陽極、内部鉄筋を陰極として直流電流を流すことにより、
塩化物イオンを電気泳動させて除去するとともに、鉄筋近傍のアルカリ性を回復させる工法である。本橋で
は先行した西湘バイパス内の工事において通電に伴うアルカリシリカ反応（以下、ASR）に起因する変状が確
認されたため、精密な通電・溶液管理が可能な「吸水マット方式」を採用した。
本報告では、ASR 抑制と脱塩性能の両立した吸水マット方式脱塩工法の施工方法および管理手法、検証結果
について報告するものである。



「Ｃ会場」 ９月１１日　８：４５～９：３０

【報文発表】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－１０
凍結防止剤散布下にある道路鋼橋RC床版の塩分浸透特性と調査診
断手法に関する検討 松田

ま つ だ

　啓暉
ひ ろ き (株)ネクスコ・エンジニ

アリング新潟

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－１１
新たなコンクリート片剥落防止、塩害対策塗装
最新の設計思想、現場ニーズ基づく新技術 亀谷

かめたに

　聡
さとし

KFケミカル(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｃ－１２
北陸地方における道路橋塩害対策の調査検討
－橋梁塩害研究会（23年目）の活動報告－ 澁木

し ぶ き

　秀二
しゅうじ 北陸地方整備局

北陸技術事務所

「報文概要」

報　文　概　要

鋼橋RC 床版下面では、かぶりコンクリートの剥離など路面水の浸透に起因する塩害が顕著に発生している
が、塩化物イオンの浸透分布を詳細に調査した結果は少ない。そこで床版の塩化物イオンの分布を把握する
ため実橋のRC 床版から試料を細かく採取し、その傾向を分析した。
その結果、塩化物イオンの浸透特性は2 種類に分類することが確認でき、さらにその特性から打換え工法や
断面修復工法の適用性を検討するとともに調査診断の方向性について考察を行った。

コンクリート片剥落防止工法は繊維シートを用いた工法、左官による厚膜の塗膜を塗り付ける工法など様々
なものがあるが首都高速道路の老朽化した土木構造物では施工後に母材のひび割れが進行し塗膜が破れ、劣
化因子が侵入しコンクリートの爆裂が止められない事象が発生している。本報文ではこのような事象に対す
る首都高速道路の最新の設計技術に対応した工法を提案する。本工法は従来のコンクリート片剥落防止工法
の要求性能に加えひび割れ追従性、劣化因子の浸透防止の技術を付与した技術を用いていており、土木構造
物の長寿命化、予防保全に貢献できるものである。技術的な向上に加え、担い手不足で不足している左官技
能者でなくとも施工可能な工法設計とすることで施工効率が従来工法の倍以上となり施工性向上、工事コス
トや工期の削減、交通環境の改善にも寄与することができる。また、高い遮塩性能を有し飛来塩分の多い地
域でも対応可能な性能とし、塩害対策としても有用性が認められ首都高速道路以外の都市高速での採用も進
んでいる。

北陸地方では、飛来塩分や凍結防止剤による塩害への対策が課題であり、計画的な維持管理による道路橋の
長寿命化が求められている。本報文では、令和８年度で２３年目となる産学官連携による「橋梁塩害研究
会」の活動状況を報告する。管理者ニーズを踏まえた長期的な研究としては、２６年目となる新名立大橋と
近傍暴露供試体を対象とした電気防食の継続モニタリング、１４年目となる能生大橋の近傍暴露供試体を対
象としたステンレス鉄筋耐久性調査を実施している。短期的な研究としては、非破壊調査の新技術の検討
等、個別にテーマを設定して実施している。研究成果としては、「橋梁塩害研究会活動報告書」、「塩害橋
梁事例集」等をとりまとめて知見を蓄積している。 広報活動としては、論文発表、展示会で活用可能なコン
テンツの作成、WEBサイトでの報告書の公表等を通じて、広く情報発信している。今後は、長期的な研究の継
続に加えて、北陸地方のフィールドを活かした実橋での塩害対策効果の検証、電気防食の維持管理等、新た
な課題解決に向けた多角的な研究の実施により、塩害環境下における道路橋の確実な予防保全と維持管理技
術の向上に貢献していく方針である。



「Ｄ会場」 ９月１０日　１４：３０～１５：３０

【報文発表】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－１
既設PC橋シース内の狭小・閉塞空隙へのグラウト再注入に関する
取り組み 川口

かわぐち

　千大
ち ひ ろ

川田建設(株)

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－２
震災橋梁のモニタリングによる早期供用再開と通行止めを回避し
た本復旧
リアルタイムモニタリングとボックスカルバート工法の活用

山田
や ま だ

　真也
し ん や

(株)国土開発センター

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－３
超音波の反射特性を利用したPCグラウト再注入工事における充填
確認 角田

つ の だ

　貴也
た か や

(株)日本ピーエス

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－４
塩害・中性化・ASR 劣化に対する亜硝酸リチウムの補修効果と活
用方法について 稲冨

いなとみ

　芳寿
よしかず

極東興和(株)
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ポストテンション方式PC 橋において、PC 鋼材を配置したシース内にグラウト充填不足による空隙が残留
し、これがPC 鋼材の腐食を引き起こすことが報告されている。この対策として、残留空隙へのグラウト再注
入が有効である。一方、グラウト再注入箇所によってはシース内に狭小な空隙や空隙の端部に閉塞した空隙
が生じることがあり、再注入時の充填性の確保が課題となっている。このような箇所への再注入には、グラ
ウトの充填性能、施工時の品質管理および充填方法の構築が不可欠である。本稿では、狭小な空隙や閉塞し
た空隙のある箇所へのグラウト再注入に関するこれまでの検討成果を整理し紹介する。

1. 背景と目的
令和６年能登半島地震により、国道２４９号（緊急輸送道路）の市道を跨ぐ跨道橋が被災し、通行止めと
なった。被災地の復旧を支える緊急輸送道路の早期供用再開と通行止めを回避した本復旧が必須となった。
本報告では、本復旧までの間のリアルタイムモニタリングによる安全性確保と被災橋梁を供用しながらの本
復旧手法について報告する。
2. 課題と解決策
地震で橋台に背面まで達する横断方向のき裂が発生し、通行止めとした。①安全性を確保した早期供用再
開、②通行止め回避による本復旧施工 の２つが課題となった。解決策①として、き裂拡大抑制の応急補強
後、き裂に設置した変位計からのデータをリアルタイムでモニタリングし、アラート値を超過すると関係者
にメール通知するシステムを構築し、供用再開した。解決策②として、既設橋を撤去せずボックスカルバー
トを桁下空間へ横引きすることで、通行止めを回避した本復旧を実現した。
3. まとめと今後の展望
リアルタイムモニタリングによる安全性確保と通行止めを回避した本復旧手法により、緊急輸送路の機能を
維持しながら早期に復旧が完了し、被災地の復旧を支えるという社会的ニーズに応えることができた。

ポストテンション方式のPC 構造物へのPC グラウトの注入において、PC 鋼材と部材コンクリートの一体化と
耐久性の確保の観点から、PC グラウトが確実に充填されているかを確認することが重要である。特に、近年
多く実施されているPC グラウトの再注入工事においては、新設構造物のようにシース内部にセンサを設置す
ることが困難であり、かつ、PC グラウトの漏出や閉塞に迅速に対応する必要がある。したがって、フレッ
シュ状態のPC グラウトの充填状況をコンクリート表面から非破壊かつリアルタイムで確認できる手法の開発
が望まれる。そこで、シース内部の空気あるいはフレッシュ状態のPC グラウトにおける超音波の反射率の違
いを利用した充填確認手法を提案した。本手法は、超音波の計測系が線形時不変システムで表現できること
に着目して、空洞状態のシースにPC グラウトが充填されることで生じる反射率の変化を超音波計測波形から
捉える。本稿では、供試体による実験や実構造物への再注入工事において、本手法の適用性について検討し
た結果について述べる。

塩害、中性化やASRによって劣化した構造物の劣化進行を抑制するための工法として、亜硝酸リチウムを活用
した補修工法が適用されている。
　本稿では、塩害・中性化・ASRの劣化進行抑制に効果的な亜硝酸リチウムの概要と補修効果について解説す
るとともに、亜硝酸リチウムを用いた各種補修工法について紹介する。
　合わせて、実構造物への適用事例を紹介する。



「Ｄ会場」 ９月１１日　８：４５～９：３０

【報文発表】

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－５
地方自治体管理の単純非合成Ｈ形鋼橋におけるＲＣ床版の補修事
例 小黒

お ぐ ろ

　蓮
れん (株)開発技術コンサルタ

ント

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－６
PC鋼材の破断が確認されたプレキャストセグメント橋「妙高大
橋」の上部工撤去工事について 小林

こばやし

　正憲
まさのり 北陸地方整備局

高田河川国道事務所

「報文概要」

番号 報　　文　　名 発表者 勤務先等

Ｄ－７
３次元測定機を活用した橋梁補強工事におけるアンカーボルト位
置計測の効率化 横内

よこうち

　賢二郎
け ん じ ろ う

川田建設(株)

「報文概要」

報　文　概　要

【背景・目的】
地方自治体が管理する小規模橋梁は、現行基準を満たさない構造が散見される。
本報文は、昭和40 年代建設の単純非合成Ｈ形鋼橋を対象に、コンクリート床版および舗装の損傷に対する補
修事例を報告する。
【損傷状況と原因】
ＲＣ床版の一般部では床版下面に漏水・遊離石灰を伴う２方向ひびわれが確認され、疲労損傷が疑われる。
一方、床版端部ではスラブアンカーの溶接切れに起因する接合不良により主桁と床版に隙間が生じ、大型車
両通行時に異音が確認される。
また、端部の床版打ち下ろし未設置も損傷要因と考えられる。
【構造評価と補修方針】
床版厚が140mm と現行基準に対して不足するが、コンクリート舗装が押抜きせん断耐力や床版剛性に寄与
し、性能維持が図れていると判断した。よって、舗装も構造要素として評価し、耐久性を維持する補修方針
とした。
【補修対策と結論】
一般的に床版防水層を設置し、アスファルト舗装に打替える場合が多いが、耐久性を考慮してコンクリート
舗装を採用した。さらに、床版端部は打ち下ろしを設けた部分打替えを実施し、主桁との一体化と耐久性向
上を図った。
本事例より、舗装の構造性への寄与を考慮した補修設計の有効性を示した。

本稿は、PC鋼材の破断が確認されたプレキャストセグメント橋である旧妙高大橋の上部工撤去工事について
報告する。カンチレバー工法で建設されたPC箱桁橋を対象に、目地部のワイヤーソー切断による段階的撤去
を採用し、補強PC鋼材の設置や応力度・目開きのモニタリングを実施した。点群測量を活用してセグメント
重量を精度良く把握し、施工時の構造安全性を確保しながら、前例の少ない橋梁撤去を無事に完了させた。

橋梁補強工事に用いるアンカーボルトは、既設構造物に削孔・定着され、耐震補強部材や落橋防止装置を固
定する重要な部材である。既設構造物への施工では、既設鉄筋との干渉を回避して削孔するため、定着後の
アンカーボルト位置が設計図面と一致しない場合がある。このため、従来はマイラーフィルムなどにアン
カーボルト位置を手書きで転写し、事務所へ持ち帰り後に測定・CADデータ化を行っており、アンカーボルト
の数の増加に伴い作業負担が増大した。
対策としてハンディプローブ式の３次元測定機を活用し、アンカーボルト位置を測定して現地でデータ化す
る手法を適用した。その結果、耐震補強部材や落橋防止装置用ブラケットの取り付け精度向上を実現すると
ともに、位置測定にかかる作業時間を短縮することができた。
本報文では、実際の橋梁補強工事における本手法の適用事例と、その効果について報告する。
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高田河川国道事務所管内の国道8号は、台風や冬季の波浪、凍結防止剤の影響により、厳しい塩害環境にさら
されている。特に、塩害による損傷が著しいポストテンションT桁橋9橋については、補修による維持管理が
困難となったため、架替工事を実施している。
本報告では、今後の橋梁設計および維持管理の参考とすることを目的に、架替対象橋梁の損傷状況および補
修履歴に基づき、ライフサイクルコスト（LCC）を算定した。また、架替橋梁における塩害対策の事例と、そ
の効果についても紹介する。
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